
令和６年10月末現在 進捗状況 高田相賀線（仮称相賀トンネル）道路改良工事
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相賀トンネル L=735.0m
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トンネル工(NATM) L=735m

凡 例

■：掘削済箇所

■：インバート

■：未施工箇所

トンネル工(NATM) L=735m

至 高田相賀地区

至 新宮市街地

工事状況写真

写真①

写真②

令和6年10月末現在(施工状況)令和6年9月末現在(施工状況)

掘削延長 L=309.6m

インバート L=120.0ｍ

写真②
写真②写真①


